



凡 例 は 、
第 十 号 参 照 の こ と 。
なお、
附 閲 語 で あ る 助 詞 、
助 動 詞 に あ っ て は 、
意 味 を 表 わ す 殴
小 の 文 節 を 含 め て 示 す 。
又 、
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ぞ れ を 別 項 に 仕 立 て た 。
又 、
格 助 詞 は 〔 格 〕 、
副 助 詞 は 〔 副 〕 、
係助詞は〔係〕、
接 院 助 詞 は 〔 接 〕 、
終助詞は．〔終〕、
並 立 肋 詞
は 〔 並 〕 、
間 接 助 詞 は 〔 間 〕 の よ う に 示 し た 。
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-159 
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夜明
、「りゃ」は話しことばに訛語として現われたものであろうが、
「よけりゃ」のよ
うに使用され
ここでは、
助詞として処理した。
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